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城陽おひさまプロジェクトnews　
第35号　2019年6月17日　NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会　　　　　　　　　　　　　             　　(0774-55-4190　http://jyoyonokai.sakura.ne.jp)


　５月２５日　記念講演と総会を開催　　文化パルク城陽にて
「 災害に備えようソーラーパネル―　スマホぐらいは、じぶん電気で充電だ！― 」に
　４７人の参加、　自転車発電機・手回し発電機にも注目集まる
　２０１９年の記念講演は５月とは思えないほどの暑さの中、開会の１時間以上も前から参加の方が見えるなど非常に出足早く始まりました。
司会の杉浦理事から紹介の山見さんのプロフィール。　
１９８０年奈良・生駒で育ち現在は京都在住。エコライフ研究所では主任研究員・取締役。自転車発電や手回し発電機などで山梨県昭和町や埼玉大学・京都工芸繊維大学などのイベントに発電機材を提供。熊本県の天草地域でリヤカー発電機も考案し、熊本の地震の際は実際に活用もされる。モットーは「エコライフしましょ」。
1．はじめに
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ひのでやエコライフ研究所はエコライフのお手伝いツールを開発したり、お店や事業所の省エネやエコドライブなどの支援をしているところです。京都府の温暖化防止活動にも協力させてもらっています。
　まずは、創エネ（発電）を考える前に省エネを実行しましょう。省エネができると自然エネルギーでできることが増えるからです。例えば会場に扇風機があります、消費電力は39Wです。直流の省エネ型扇風機は1.5W、これなら小さなソーラーパネルでも回ります。このように身の回りの電化製品の消費電力を見てみましょう。
そうしておいて、自宅の発電（小さな発電所）から出発して、自分以外の処にも考えをひろげて、自治会→市内→都道府県と地域の自然エネルギー利用を考えていきましょう。
　　　　　　講師の山見さん　　　　　　
2.電力システムと太陽光発電
 電力会社は電気を使う量を日々予測監視しながら、発電所を動かしています。電気が足りなくなると停電します。電力会社は時間や天候などに配慮して電気をつくっています。ここの発電所を動かしましょう、この発電機は止めましょうと言う操作を常に行っています。
　家庭用の一般的な太陽光発電システムは、外の電線（グリッド）につながっていて、余った電気を売ること（売電）ができます。家庭の屋根に載っているソーラーパネルは4kW～6kWぐらいのものが一般的です。電気は大体、発電機を「回転」させて作ります。火力発電や風力発電がそうです。太陽光発電は太陽のエネルギーを直接電気に変えるところが他の発電方法とは違うところです。回転しません。こうしてつくられた電気は家庭で使われ、余った電気は売ることが出来ます。固定価格買い取り制度、FITと呼ばれている制度がそうです。
これに対して、バッテリーに蓄電して自分のところだけで使う独立型太陽光発電システムがあります。電線にはつながっていないため、オフグリッドと呼ばれています。
3．発電所を体感
　さて、実際に発電を体験しましょう。自転車発電機と手回し発電機を会場の方に回していただきました。電球を点けてみて下さい。いかがですか。（たいへんです、の声）次にLED電球をつけてみましょう。いかがですか。（LED電球は軽く感じますの声）
　皆さんが良く使っているA4の用紙1枚作るためには自転車発電機1台をどのくらいの時間こぐ必要があるでしょうか。答えは20分です。紙を1枚つくるのにもたくさんのエネルギーが使われています。シャワーで使うお湯を自転車発電機で作ろうと思ったら何台の自転車発電機が必要でしょうか？
4．電気のはなし
　電気には直流と交流の2種類の電気があり、お互いに変換することができる、ということはご存知だと思います。家庭でよく使われている黒いACアダプターなどがそうです。変換の際にはロスが発生します。アダプターを手で持つと温かく感じると思います。電気の一部が熱に変わっているからです、これが変換ロスです。何度も変換すると大きな損失になります。
　使った電気の量は、電力[W]に使った時間[h]をかけ算すると計算できます。[W]×[h]=[Wh]とあらわされます。消費電力量の大きさは、電力[W]の大きさだけでなく、使う時間[h]の長さで決まります。検針票にはWhの1000倍のkWhで表示されて電気料金が計算されています。例えば、白熱灯（100W）を2時間点けると100W×2h＝200Whになります。ドライヤー（1200W）は大きなW数ですが長くは使いませんね、10分ぐらいでしょうか。1200W×1/6h＝200Whになります。白熱電球と比べてW数は大きいですが、使う時間が短いため使う電気の量は同じになりました。
5．独立型(オフグリッド)太陽光発電のはなし
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　小さな太陽光発電所でどんな電化製品をどれだけ動かすことができるでしょうか。LED電球を灯したり、携帯・電動アシスト自転車・ノートパソコンなどを充電したり、小さな扇風機を動かしたりすることが出来ます。
　独立型太陽光発電所の事例を紹介します。自宅、会社、カフェ、集会スペースなどいろいろなところで活躍しています。具体的な事例では、京都市上鳥羽北部いきいき市民活動センターには50Wのパネルがあり、晴れていればスマホを同時に5台が充電できます。熊本県芦北みどりの里リヤカー発電所は250Wの大きなパネルですのでスマホを同時に24台充電可能です。このリヤカー発電所は地震の際に実際に役に立ったと聞いています。
　色々な用途が広がる独立型太陽光発電には、太陽光パネルの他に、バッテリー、チャージコントローラーが必要です。チャージコントローラーは電気の蛇口と考えてください。直流の電気を交流に変換するインバーターや電圧を調整するコンバーター、これらをつな　ぐケーブルも必要になります。　　　　　　　　　　　パネルを持って説明、左は自転車発電機
 電気をためるバッテリーには、プラスとマイナスの極性があり、間違った使い方をすると寿命が短くなりますから注意してください。電気のためすぎや使い過ぎなど無理をさせてはいけません、電池は生き物です、大切にして下さい。
6.省エネと防災
太陽光発電で動かしてみたい電化製品がどれだけの電力(W)を使うのかを調べることが大切です。今使っているテレビはどれだけの電力（W）を使っているのかなど、身の回りの電化製品の電力を見ておきましょう。器具の裏とか横に表示されています。
　いざっというときに役立つ「普段使い」を大切にしましょう。日々使っているからこそ停電などの“いざ”というときに役立つと考えてください。災害時にも普段から省エネ器具、例えばLED電球であれば同じバッテリーでも長く使うことが出来ます。
　また、そもそも電気を使わない方法を知っておくことも大切です。例えばご飯はガスとお鍋で炊くとか、です。電気をそのまま熱に変えることは効率が悪い（エアコンなどのヒートポンプは別です）のです。お湯は太陽熱温水器で「光」をそのまま「熱」に変えた方が非常に効率的で値段もお手頃です。ソーラークッカーがあれば40分～1時間ぐらいでお湯をわかすことができます。
　暮らしの中に省エネを取り入れ、普段から再エネを使いながら、つまり「普段使い」をして、地震など“いざ”と言うときに備えましょう。ありがとうございました。
　質問
　Ｑ；ソーラーパネルなどの機器はどのくらいするのか
　Ａ；小さなものであれば１万円ぐらいから、何に使いたいのかなど自分に合ったデザインで発電量（W）を決めるとそれによって値段は変わります。
　Ｑ；屋根から室内にケーブルはどう引き込むのですか
　Ａ；よく使われているのはエアコンの引き込みホールです。窓に細工して隙間をつすくることなどもされている例があります。
などなどいろいろな質問がされました
土居理事長閉会挨拶
貴重な話を聞かせていただき、ありがとうございました。お集りの皆さんにはこの講演会を機会に私たちの活動にご参加いただきたい、特に若い人の活動参加をお待ちしています。
講演会終了後に「家庭菜園するみたいにベランダで太陽光発電しよう！」のリーフを配布。7/28　8/4　8/25の講習会参加のお知らせをしました。
　ＮＰＯ法人　市民共同発電をひろげる城陽の会　第７回総会を開催　

記念講演の後、同じ会場で行われた総会には委任状を含め４２名の方の参加で行われ、議題　　1号議案　30年度事業報告　決算報告、2号議案　31年度事業計画　事業予算、3号議案　役員改選、4号議案　議事録署名人選任のすべては原案どおりに採択されました

会場からは太陽光パネル以外の再エネを考えているのか？などの鋭い発言もあり、活発な論議が行われました。（役員名簿は次ページ、事業報告・事業計画・同予算・貸借対照表などは本会ホームページ、議案書をご覧ください。）　

　役　員　名　簿（2019-2020年）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人市民共同発電をひろげる城陽の会　

	役職名
	氏　名
	住　所　又　は　居　所
	報酬の有無

	理事長


	土居　靖範
	城陽市寺田尼塚14番地の49
	無

	副理事長


	杉浦　喜代一
	城陽市寺田庭井76番地の64
	無

	理事


	加藤　眞理栄
	城陽市奈島久保野41番地の3
	無

	理事


	古家野　辰也
	城陽市寺田今堀52番地の106
	無

	理事


	関根　ヱリコ
	城陽市久世里の西204番地の22
	無

	理事


	山内　義明
	城陽市富野乾垣内20番地の21
	無

	監事


	澤江　雅志
	城陽市寺田大畔10番地の50
	無

	監事


	濱田　あつ子
	城陽市寺田深谷48番地の32
	無


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年6月3日
「家庭菜園するみたいにベランダで太陽光発電しよう！」
7/28　8/4　8/25の講習会に参加しよう
　自分でソーラーパネルを組み立ててみたい、電気や省エネ・創エネに取り組みたとお考えのあなたに朗報です。ひのでやエコライフ研究所のご協力で太陽光発電の講習会（全３回）を企画しました。先着順１２組（最少催行組数７組）参加費は一組１５０００円から、材料費は実費です。

　日程と講習概要・開催場所
　第1回　7月28日　ｐｍ1時～3時30分　電気やエネルギーを知ろう　ぱれっとＪＯＹＯ
　第2回　8月 4日　 ｐｍ1時～3時30分　省エネを知ろう他　　　　　ぱれっとＪＯＹＯ

　第3回　8月25日　ａｍ11時～5時　　　じぶんにあったソーラーシステムをつくろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　府立木津川運動公園会議室

　自分で使ってもよし！お子さんやお孫さんの夏休みの工作にもうってつけ！
　詳しくは本会ホームページ又はひのでやエコライフ研究所ホームページをご覧ください。
ぜひ、ご参加を！！　　　　ベランダ発電のリーフを同封しています。こちらもご覧ください。

＜お申込みに際してお知らせいただきたい事＞

①お名前　②ご連絡先（電話/FAX メール）　③参加希望人数　④参加動機/期待すること

＜申込・問合せ先＞　NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会　　電話/FAX 0774-55-4190

(担当　古家野　曜日不問　時間10時～20時）　メール：bnkmf858@kcn.jp
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